
平成２３年 ４月１３日 

お知らせ 

資料提供先 兵庫県政記者クラブ 

鳥取県政記者会   

   鳥取市政記者クラブ 

 

鳥取自動車道開通後の整備効果について 
 

 

 平成２２年３月２８日に鳥取自動車道の鳥取県内区間が全線開通してから１年が経ちました。

様々なデータ、ヒアリング結果等から鳥取自動車道開通による効果（交通、住民生活、経済、観

光の変化）を取りまとめましたので、お知らせします。 

 

【概要】 

 

 ●交通特性 

 （１）鳥取県東部の南北軸方向の交通量が増加 

    ・鳥取自動車道の開通により、交通量が増加。河原IC～鳥取南 IC間では鳥取自動車道と

国道５３号の断面交通量が約３～５割増加しました。 

    ・河原 IC～鳥取南 IC間では、県内利用者が約７割を占め、通勤・通学、買い物などの地

域内交通に利用されており、智頭IC～智頭南IC間では、近畿・山陽からの利用者が半

数以上を占め、物流や観光などの地域間交通に利用されています。 

 

 ●住民生活 

 （２）第三次医療施設への３０分圏域が拡大、３０分以内での救急搬送率が向上 

    ・鳥取県東部の高度医療を担っている第三次医療施設の３０分圏域が拡大し、圏域人口が

約５，０００人増加しました。 

    ・智頭町全域から鳥取県立中央病院への３０分以内搬送率が１５％から２８％に向上する

など、救命率向上に貢献しています。 

 

 （３）公共交通機関の利便性向上 

    ・鳥取自動車道の開通が進むにつれ高速バスの利便性が向上し、沿線住民の生活やビジネ

ス、観光が便利になっています。 

    ・鳥取～神戸・大阪便では、所要時間が２０分短縮、運行便数が３便増加、利用者数が年

間９，０００人増加しました。 

    ・さらに、鳥取～姫路間の高速バスが９年ぶりに復活しました。 

 

 ●経済活動支援 

 （４）企業進出が活発化し、１，２００人の新規雇用を創出 

    ・鳥取県東部の豊富な人材・土地・水がある好立地条件に、鳥取自動車道による利便性が

加わり、企業進出が活発化しました。 

    ・Ｈ１４～Ｈ２１の８年間に進出した企業は延べ７３社に上ります。 

    ・うち鳥取市内の２５社ではＨ２１までに新たに約１，２００人の雇用を創出しています。

 

 



 

 （５）物流が活性化し貨物量が２０％増加、効率化により物流コストを削減 

    ・鳥取自動車道の開通に伴い、鳥取県と近畿・岡山との物流量が２０％増加するなど、物

流が活性化しています。 

    ・鳥取自動車道を利用した物流で所要時間の短縮やスケジュール遅延が減少するなど、あ

る企業では物流コストが１０％減少しています。 

 

 （６）鳥取自動車道ＩＣ付近に工場を集約し、物流コストを１０％削減（ある企業の事例） 

    ・大手ペット用品製造企業は、鳥取自動車道の開通をきっかけに、中国地方にある４箇所

の工場と配送センターを鳥取自動車道のＩＣ付近に集約することにしました。 

    ・鳥取自動車道を活用して物流コストを１０％削減するなど、様々な生産コストの削減に

よる競争力の強化につながっています。 

 

 （７）大阪で産直販売を開始、鳥取県産農産物のブランド力向上 

    ・鳥取自動車道の県内全線開通に伴い、「ＪＡ鳥取いなば」では、大阪の大手スーパーと提

携して月に１回の産直販売を開始しました。 

    ・産直販売により鳥取県産の農産物のブランド力向上に結びついています。  

 

 ●観光振興 

 （８）鳥取県東部の観光入込客数が増加 

    ・鳥取自動車道の開通に伴い、鳥取県東部の観光入込客がＨ１９⇒Ｈ２１で１．２倍に増

加しました。 

    ・休日交通の６割は県外の方に利用されており、観光バスがＨ２１⇒Ｈ２２で約１０％増

加しました。 

・鳥取しゃんしゃん祭の開催期間の延長など、鳥取県東部の観光業の活性化に結びついて

います。 

 

 

問い合わせ先 

 

国土交通省 中国地方整備局 鳥取河川国道事務所 

ＴＥＬ ０８５７－２２－８４３５（代表） 

   【担当】 調査設計課長      姫村
ひめむら

 幸造
こうぞう

 

 

鳥取河川国道事務所ホームページアドレス 

http://www.cgr.mlit.go.jp/tottori/ 
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鳥取自動車道
整備効果資料

鳥取自動車道の整備状況及び交通量（Ｐ．２）

鳥取自動車道IC付近に工場を集約し、物流コストを１０％削減（Ｐ．８）

大阪で産直販売を開始、鳥取県産農産物のブランド力向上（Ｐ．９）

鳥取県東部の観光入込客数が増加（Ｐ．１０）観光振興

物流が活性化し貨物量が２０％増加、効率化により物流コストを削減（ある企業の事例）（Ｐ．７）

企業進出が活発化し、１，２００人の新規雇用を創出（Ｐ．６）

経済活動支援

公共交通機関の利便性向上（Ｐ．５）

第三次医療施設への３０分圏域が拡大、３０分以内での救急搬送率が向上（Ｐ．４）
住民生活

鳥取県東部の南北軸方向の交通量が増加（Ｐ．３）交通特性



2

鳥取自動車道

鳥取市

豊岡市

宍粟市

姫路市

丹波市

津山市

美作市

養父市

福知山市

朝来市

京丹後市

香美町

佐用町

智頭町

三

八頭町

神河町

若桜町

鏡野町

たつの市

多可町

新温泉町

三木市

宮津

加東市加西市

上郡町

和気町

西脇市

美咲町

岩美町

小野市相生市

市川町

与謝野町

三朝町

奈義町

勝央町

久米南町

福崎町

西粟倉村

太子町

湯梨浜町

建部町

鳥取南IC

河原IC

智頭南IC

用瀬IC

西粟倉IC

大原IC

佐用平福IC

佐用JCT

鳥取IC

河原IC ～ 鳥取IC
H22.3  開通

鳥取市

智頭IC

智頭IC ～ 河原IC
H21.3  開通

智頭南IC ～ 智頭IC
H20.3  開通

西粟倉IC ～ 智頭南IC
H9.4 開通

大原大原ICIC ～～ 西粟倉西粟倉ICIC
H24H24年度開通予定年度開通予定

佐用JCT ～ 大原IC
H22.3 開通

●鳥取自動車道の整備状況及び交通量

鳥
取
自
動
車
道

志
戸
坂
峠

道
路

鳥
取
自
動
車
道

鳥
取
道

平日：平日：12,80012,800台台//日日 休日：休日：13,90013,900台台//日日

平日：平日：11,30011,300台台//日日 休日：休日：12,20012,200台台//日日

平日：平日：11,40011,400台台//日日 休日：休日：13,20013,200台台//日日

平日：平日：9,5009,500台台//日日 休日：休日：11,70011,700台台//日日

平日：平日：3,6003,600台台//日日 休日：休日：5,6005,600台台//日日

平日：平日：4,2004,200台台//日日 休日：休日：6,1006,100台台//日日

平日：平日：2,3002,300台台//日日 休日：休日：4,3004,300台台//日日

平日：平日：3,9003,900台台//日日 休日：休日：6,2006,200台台//日日

交通量：H22秋のデータ
平日：H22.11.11（木）
休日：H22.11.7(日）



3

●鳥取自動車道の開通により、交通量が増加。河原IC～鳥取南IC間では鳥取自動車道と国道53号の断面交通量が約３～５割増加しました。

●河原IC～鳥取南IC間では、県内利用者が約７割を占め、通勤・通学、買い物などの地域内交通に利用されており、智頭IC～智頭南IC間で

は、近畿・山陽からの利用者が半数以上を占め、物流や観光などの地域間交通に利用されています。

鳥取県東部の南北軸方向の交通量が増加交通特性

平日

鳥取自動車道

休日H21 H22
H21.10.22(木) H22.11.11(木)交通量平日調査日

H22.3 河原～鳥取開通

H21.10.18(日) H22.11. 7(日)交通量休日調査日

H21.3 智頭～河原開通

H22.10.28(木）～11.12(金）

観測日

上市場TN南側坑口付近志戸坂峠道路②

片山TN南側坑口付近鳥取自動車道①

観測地点

ナンバープレート調査

②

①

奈良, 1.0%

兵庫, 24.6%

山口, 0.2%

広島, 1.8%

島根, 3.1%その他, 6.2%

京都, 1.9%

滋賀, 0.7%

和歌山, 0.4%

岡山, 9.3%

大阪, 14.2%

鳥取, 36.8%

奈良, 0.3%

兵庫, 6.7%

山口, 0.2%

広島, 2.4%

島根, 1.5%
その他, 2.7%

京都, 0.7%

滋賀, 0.2%

和歌山, 0.1%

岡山, 9.3%

大阪, 3.9%

鳥取, 71.8%

①河原IC～鳥取南IC（ナンバープレート調査）

②智頭南IC～智頭IC（ナンバープレート調査）

鳥取72%

近畿43%

山陽方面11%

サンプル数
N=108,839台

サンプル数
N=32,350台

鳥取, 34.9%

大阪, 14.3%

岡山, 8.8%

和歌山, 0.5%

滋賀, 0.9%

京都, 2.1%

その他, 7.0%島根, 1.7%

広島, 1.5%
山口, 0.3%

兵庫, 26.6%

奈良, 1.5%

鳥取, 64.5%
大阪, 5.4%

岡山, 10.6%

和歌山, 0.2%

滋賀, 0.3%

京都, 1.0%

その他, 3.7%
島根, 1.2%

広島, 2.1%
山口, 0.3%

兵庫, 10.1%

奈良, 0.6%

近畿46%

山陽方面11%

①河原IC～鳥取南IC（ナンバープレート調査）

②智頭南IC～智頭IC（ナンバープレート調査）

サンプル数
N=24,439台

サンプル数
N=56,688台

鳥取65%

（台/日)

16,400
18,900

9,100

12,800

0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

30,000

H17 H21 H22 （台/日)

14,600
18,200

7,700

13,900

0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

30,000

H17 H21 H22

断面計 ＋34%

53号 鳥取道

交通量の変化（河原IC～鳥取南IC） 交通量の変化（河原IC～鳥取南IC）

53号 鳥取道

断面計 ＋48%
21,900 21,600
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2295

2347

2200

2240

2280

2320

2360

2400

開通前 開通後

（百
人

）

156

195

151

232 229
202

0

50

100

150

200

250

300

H17 H18 H19 H20 H21 H22

約５千人増加

住民生活 第三次医療施設への３０分圏域が拡大、３０分以内での救急搬送率が向上

●鳥取県東部の高度医療を担っている第三次医療施設の３０分圏域が拡大し、圏域人口が約５,０００人増加しました。

●智頭町全域から鳥取県立中央病院への３０分以内搬送率が１５％から２８％に向上するなど、救命率向上に貢献しています。

鳥取自動車道

資料／鳥取県東部広域消防局

鳥取県立中央病院からの３０分圏域人口

鳥取市鳥取市

町

津山市津山市

智頭町智頭町

八頭町八頭町

朝町朝町

若桜町若桜町

岩美町岩美町

町町

西粟倉村西粟倉村

開通前30分圏域
開通後に拡大した30分圏域

鳥取県立中央病院からの30分圏域

鳥取IC

鳥取南IC

河原IC

用瀬IC

智頭IC

智頭南IC

鳥取県立中央病院

西粟倉IC

智頭町中心部が
新たに30分圏域に

第三次医療施設の３０分圏域の拡大

智頭病院では医師数が減少し、脳出
血、心臓疾患は対応できないため、
鳥取市内の病院へ搬送する必要が
あります。 －H21ヒアリング

※第三次医療施設･･･脳卒中、心筋梗塞、頭部損傷など重篤な患者を24時間体制で受け入れ、

高度の医療を提供する医療施設

※所要時間は規制速度により算出。ただし、 鳥取自動車道の速度は V=70km/hとして算出。

※人口はH17国勢調査500メッシュ人口に基づく。

智頭病院

6

8

10

12

14

15年 16年 17年 18年 19年 20年

常
勤

医
師

数
（
人

）

智頭病院の常勤医師数

減少

智頭病院

医師不足により智頭町から鳥取市内への搬送が増加

※所要時間は規制速度により算出。

開通前 H20.4-H21.3

智頭町内から
鳥取県立中央病院への
搬送時間分布

鳥取自動車道の利用で搬送時間が短縮

資料／救急車による実績値

鳥取県東部消防局

資料／智頭病院

智
頭
町

鳥
取
県
立

中
央
病
院約４分短縮 開通後：約30分

開通前：約34分

年間約200人が救急搬送

智頭町では分娩可能な医療施設が
ありません。鳥取市街への時間短縮
で妊婦への負担も減っています。

－H21ヒアリング 鳥取県立
中央病院

45-45分
6%

20-25分
0%

25-30分
28%

30-35分
49%

35-40分
17%

妊婦への負担が軽減

30分以内
28%

35-40分
21%

30-35分
64%

25-30分
12%

20-25分
3%

45-45分
0%

30分以内
15%

開通後 H22.4-H22.10

智頭方面から鳥取県立中央病院への
搬送者数

※鳥取自動車道沿線の智頭署、用瀬署、八頭署管内から
鳥取県立中央病院への搬送実績

開通前（H20年度末）：志戸坂峠道路 ・・・開通
開通後（現況） ：鳥取自動車道（智頭～鳥取、佐用～大原）・・・開通
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住民生活 公共交通機関の利便性向上

●鳥取自動車道の開通が進むにつれ高速バスの利便性が向上し、沿線住民の生活やビジネス、観光が便利になっています。

●鳥取～神戸・大阪便では、所要時間が２０分短縮、運行便数が３便増加、利用者数が年間９,０００人増加しました。

●さらに、鳥取～姫路間の高速バスが９年ぶりに復活しました。

鳥取自動車道

21.1

21.5

21.9
21.7 21.8

22.0

20

21

22

23

H16 H17 H18 H19 H20 H21

高
速

バ
ス

利
用

者
数

（
万

人
／

年
）

38 38 38 38

41 41

30

35

40

45

H17 H18 H19 H20 H21 H22

高
速

バ
ス

運
行

本
数

（
本

／
日

）

資料／鳥取市市勢要覧

鳥取市～大阪市の高速バス所要時間鳥取市～大阪市の高速バス所要時間

大
阪
市

大
阪
市

鳥
取
市

鳥
取
市

10分短縮

開通前 ３時間１０分

Ｈ20年度末 ３時間００分

Ｈ21年度末 ２時間５０分
20分短縮

※資料／高速バス時刻表 ※ルートは国道53号を通過するルート

資料／高速バス時刻表

鳥取～神戸・大阪間の高速バス利用客数

鳥取～神戸・大阪間の高速バス運行本数

3便増加

9,000人
増加

鳥取市

豊岡市

宍粟市

神戸市

姫路市

丹波市

津山市

美作市

養父市

福知山市

朝来市

京丹後市

篠山市

香美町

綾部市

舞鶴市

南丹市

佐用町

岡山市

備前市

京丹波町

智頭町

三田市

赤磐市

八頭町

神河町

堺市

若桜町

鏡野町

たつの市

多可町

新温泉町

三木市

大阪市

宮津市

加東市加西市

上郡町

和気町

西脇市

赤穂市

美咲町

岩美町

亀岡市

加古川市

宝塚市

能勢町

西宮市

小野市相生市

瀬戸内市

市川町

与謝野町

三朝町

奈義町

猪名川町

玉野市

土庄町

高浜町

勝央町

川西市

久米南町

尼崎市

箕面市

明石市

福崎町

西粟倉村

瀬戸町
稲美町

伊丹市 豊中市吹田市
高砂市

豊能町

おおい町

太子町

湯梨浜町

池田市

岡山市

建部町

芦屋市

泉大津市

松原市

播磨町

高石市
高石市

播磨町

泉大津市

神戸市
大阪市

姫路市

鳥取南IC

河原IC

智頭南IC

用瀬IC

西粟倉IC

大原IC

佐用平福IC

佐用JCT

鳥取IC

鳥取市

鳥取自動車道の開通に伴い
鳥取-姫路便が９年ぶりに復活

利用者からは好評の声
以前も利用していて便利でした。復活
して助かっています。

－H22バス事業者アンケート

写真提供：
日ノ丸自動車
株式会社

鳥取自動車道の開通で、所要時間が
早くなることから、鳥取駅-姫路駅間の
高速バス（プリンセスバード号）が９年ぶり
に復活運行。

県内全線開通の翌日H22.3.29から１
日８便を運行。

志戸坂峠道路開通

鳥取道（智頭～河原）開通

鳥取道（河原～鳥取）開通

※資料中の便数及び利用客数は、往復の便数及び利用客数
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者
数

（
人

）

単独進出企業
誘致企業
新規雇用数

25
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60
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H17.4 H19.6 H20.4 H21.10 H22.3
工

業
団

地
面

積
（
h
a）

分譲中

分譲済

経済活動支援 企業進出が活発化し、1,200人の新規雇用を創出

●鳥取県東部の豊富な人材・土地・水がある好立地条件に、鳥取自動車道による利便性が加わり、企業進出が活発化しました。

●Ｈ１４～Ｈ２１の８年間に進出した企業は延べ７３社に上ります。

●うち鳥取市内の２５社ではＨ２１までに新たに約１,２００人の雇用を創出しています。

：H14年度からH20年度迄に鳥取県及び鳥取市が誘致した企業

：H17年度以降の分譲および分譲予定の工業団地等

（H22年11月現在）

鳥取自動車道

鳥取県東部の企業進出理由・
立地のメリット

13.0%

8.7%

5.8%

4.3%

2.9%

2.9%

18.8%

31.9%

30.4%

21.7%

20.3%

17.4%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

十分な用地面積が確保でき
ること

労働力が確保できること

取引先や事業拠点に行きや
すいこと

県庁所在地であること

行政の支援が十分であること

鳥取自動車道が開通すること

大学があること

物流コストが安いこと

水が豊富であること

国道29号津ノ井バイパスが開
通すること

空港や港湾が近いこと

その他 N=69

H23進出

予定企業

分散していた生産施設を鳥取市に集
約することで生産を効率化できます。
鳥取自動車道の開通で関西圏に速く
行けること、優秀な労働力を確保で
きることから鳥取を選びました。

－H22ヒアリング

資料／H21アンケート

H18進出

企業

地元鳥取で10名強の新規雇用を
行いました。仕入れ・出荷ともに関
西圏が７割で鳥取自動車道をよく
使っています。

－H20ヒアリング

鳥取県東部の主な誘致企業位置図

豊富な人材・土地・水がある好立地
条件に高速道路の利便性が加わり、
企業が進出

企業進出と
雇用が増加

鳥取県東部の企業進出状況（H14以降累積）

単独進出企業：誘致企業以外の新規企業進出及び工場増設を行った企業数

誘致企業：行政が誘致した企業数

資料／鳥取県商工労働部、鳥取市経済観光部からの聞き取りにより鳥取河川国道事務所まとめ

鳥取県東部の工業団地面積（H17以降分譲分）

開発も進出も
活性化

※分譲中面積には分譲予定面積含む

資料／鳥取県商工労働部、鳥取市経済観光部からの聞き取りにより鳥取河川国道事務所まとめ

太田工業団地

山上工業団地

新津ノ井工業団地

若葉台北工業団地

布袋工業団地

高浜工業団地

智頭テクノパーク

河原インター山手工業団地
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14%

86%

61%

28%

23%

14%

12%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%

所要時間が短縮した

時間の見込みが立てやすくなった

運転の負担が軽減した

搬送スケジュールが短くできた

輸送コストを減らせた

3.7

3.7

3.6

0.8

0.8

0.7

3.4

5.23.4

4.6

6.3

0 2 4 6 8 10 12 14

開通前（H17）

河原IC開通後（H21）

開通後（H22）

鳥取県

岡山県

島根県

広島県

四国

山口県

九州

兵庫県
京都府

大阪府

中部
以東15%

31%

22%
13%

2%

1%

4%

11%

2%
1%

2%

6%

1%
7%

27%

34%
2% 岡山県

島根県

広島県

四国

山口県

九州

兵庫県
京都府

大阪府

中部
以東鳥取県

19%

経済活動支援 物流が活性化し貨物量が２０％増加、効率化により物流コストを削減

●鳥取自動車道の開通に伴い、鳥取県と近畿・岡山との物流量が２０％増加するなど、物流が活性化しています。

●鳥取自動車道を利用した物流で所要時間の短縮やスケジュール遅延が減少するなど、ある企業では物流コストが１０％減少し

ています。

鳥取自動車道

鳥取県発着物流の搬出・搬入先

鳥取自動車道開通で企業が感じている効果

資料／H22企業アンケート

効果を感じている

効果を感じてない

N=165

以前は、大阪からの搬入物が、午前の
配送時間に間に合わないことがあり、一
度会社に戻って再配送するか、別のトラッ
クで配送していました。

開通後は、搬入物が遅れることがなく一
度の配達で対応ができています。

搬入物が遅れていたために発生してい
たガソリン代やドライバー・パートの残業
手当など約１０％のコスト削減につながっ
ています。 －H22ヒアリング

食品販売業

搬入遅れ時のコストを１０％割削減

鳥取県東部における近畿・岡山方面の貨物車交通量の
変化（平日、小型貨物車+大型貨物車）［千台/日］

10.8

12.5

12.9

平日
開通前（H17） H17.10.18.(火)
河原IC開通後（H21） H21.10.22.(木)
開通後（H22） H22.11.11.(木)

9号蒲生 29号 53号 鳥取道

大阪・兵庫・岡山
との物流が多い

県外搬出先

県外搬入元

［鳥取県東部企業＋県内物流業者+県外物流業者］

仕
入
先
（大
阪
）

開通前

Ａ
社配送

午
前
着

渋滞等による到着遅れ

開通後

出
荷
先
①

出
荷
先
②

出
荷
先
③

配送

配送

再配送または別トラックで配送

配送

出
荷
先
①

出
荷
先
②

配送 配送

鳥取道開通前のロス

Ａ
社

午
後
着

Ａ
社

帰社

物流の効率化

資料／自動車輸送統計（H22.6）

仕
入
先
（大
阪
）

出
荷
先
③

遅延に伴うガソリン代や
長時間手当など
約１０％のコスト削減！

近畿・岡山方面の
貨物車が20%増加

物流の効率化！

９割近くの企業
が効果を実感

午
前
着

9号蒲生

29号

鳥取道

53号

ほぼ変化なし 南北軸（53号-鳥取道）で増加！

国道9号 国道29号

国道53号 鳥取道
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鳥取自動車道利用

経済活動支援 鳥取自動車道IC付近に工場を集約し、物流コストを１０％削減

●大手ペット用品製造企業は、鳥取自動車道の開通をきっかけに、中国地方にある４箇所の工場と配送センターを鳥取自動車道

のIC付近に集約することにしました。

●鳥取自動車道を活用して物流コストを１０％削減するなど、様々な生産コストの削減による競争力の強化につながっています。

鳥取自動車道

鳥取自動車道開通が工場集約のきっかけに！
仕入先（原料）は関西圏からがほとんど。関西と３時間弱で
つながることは大きなメリットです。
鳥取自動車道の開通で関西圏に早く行けること、優秀な労
働力を確保できることから、鳥取自動車道ＩＣ近くに工場を集
約することを選びました。 －H22ヒアリング

大手ペット用品
製造企業

仕入先（原料）関西圏から
出荷元を鳥取に集約

物流関連経費の削減

共有設備が増え無駄（重複
設備）の減少

生産ライン（ランニング
コスト）の削減

管理職の減少
パート比率の拡大

労働力（労働賃金）の削減

大阪⇒鳥取の日帰り出張が
可能に

出張経費の削減

美
作
工
場

大
阪
市
（
仕
入
先
）

米
子
配
送
セ
ン
タ
ー

2時間10分

境
港
工
場

1時間45分

4時間00分 25分

中
国
・
近
畿
へ

出荷

新
鳥
取
工
場

2時間55分

新
鳥
取

配
送
セ
ン
タ
ー

仕入

仕入

仕入

運搬

運搬

大
阪
市
（
仕
入
先
）

加工

加工

加工工場集約前

輸送時間 ４時間程度

輸送時間

工場集約後

物流関連
経費

10％
削減鳥取への工場集約によるコスト削減の内容

工場集約による物流の効率化

鳥取自動車道利用

※所要時間はH17センサスピーク時速度および鳥取道V=70km/hで計算

中
国
・
近
畿
へ

出荷

施設集約

３時間未満 （約1時間の短縮）

集約前の施設
集約後の施設
移設前の配送センター
移設後の配送センター

境港工場
鳥取工場

美作工場

境港工場

米子配送センター

鳥取への工場集約状況

鳥取IC

搬入搬出

施設集約

新鳥取工場
新鳥取配送センター

（H23.5完成予定）
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従前の出荷方法 鳥取道自動車道開通による
新たな試み（産地直送販売）

集荷場

鳥取県東部の畑

大阪市中央
卸売市場など

小売店

消費者

速く確実に直送

8:00～16:00集荷

3:30出荷

昼過ぎもしくは翌日に店頭へ

集荷場

鳥取県東部の畑

大手スーパー（大阪）

消費者

経済活動支援 大阪で産直販売を開始、鳥取県産農産物のブランド力向上

鳥取自動車道

7:00到着

9:30販売開始

鳥
取
道
利
用

午後も
集荷可能

ほうれん草、水菜、小松菜 など
（※傷みやすい葉もの野菜 など）

H22.4から鳥取自動車道の県内全線開通を契機に、大阪の大手スーパーで産
直販売を開始しました。
鳥取自動車道の開通で速く確実に運べるようになり、産直搬送が実現しました。
月１回の頻度でこれまでに８回（H23.1末現在）開催し、100万円程度売り上げ
ています。
この産直販売により鳥取県ブランド力の向上につながっています。

－H22ヒアリング

JA鳥取いなば

お客様からも、美味しいと好評の声が届いています。
－H22ヒアリング

産直市を開催する
スーパー

兵庫

岡山

京都

鳥取

大阪

中部以

鳥取IC

河原IC

西粟倉IC

大原IC

鳥取市

大阪市

新鮮な葉もの野菜の産地直送を実現（大阪）

7:00～12:00集荷

13:00～15:00出荷

5:00～10：00 セリ

※所要時間はH17センサス混雑時旅行速度により算出。ただし、
鳥取自動車道の速度はV=70km/hとして算出。

鳥
取
市

大
阪
市約30分

短縮
H22(開通後)

約2時間55分

H17(開通前)

約3時間25分

▼鳥取－大阪間の時間短縮

鳥取南IC

用瀬IC

智頭IC

智頭南IC

佐用JCT

鳥
取

道

山陽道

中国道

セリの時間に縛
られることなく、
いち早く消費者
へ提供可能に！

●鳥取自動車道の県内全線開通に伴い、「ＪＡ鳥取いなば」では、大阪の大手スーパーと提携して月に１回の産直販売を開始

しました。

●産直販売により鳥取県産の農産物のブランド力向上に結びついています。
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●鳥取自動車道の開通に伴い、鳥取県東部の観光入込客数がＨ１９⇒Ｈ２１で１．２倍に増加しました。

●休日交通の６割は県外の方に利用されており、観光バスがＨ２１⇒Ｈ２２で約１０％増加しました。

●鳥取しゃんしゃん祭の開催期間の延長など、鳥取県東部の観光業の活性化に結びついています。

観光振興 鳥取県東部の観光入込客数が増加

鳥取自動車道

一斉傘踊り（8/16）観光客数 16万1000人
（カウントを始めた2004年以降最多）

期間中(8/7～16日)全体の観光客数 46万7200人

鳥取市
経済観光部

鳥取自動車道の県内
区間全通を記念して、
今年から祭の期間を
10日間に拡大したこと
で、盛り上がりが持続
し、一斉盆踊りの観客
増につながりました。

－H22ヒアリング

祭りの開催期間を延長

休日の交通状況

休日交通の車籍地
（ナンバープレート調査）

鳥取, 34.9%

大阪, 14.3%

岡山, 8.8%

和歌山,
0.5%

滋賀, 0.9%

京都, 2.1%

その他,
7.0%

島根, 1.7%

広島, 1.5%

山口, 0.3%

兵庫, 26.6%

奈良, 1.5%

6割以上が県外
からの利用

2,242 2,139 2,261 2,139
2,591 2,786

462 390 273 237

157
153230

221 222 210

228
185

2,934
2,750 2,756

2,586
2,933

3,167

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

3,000

3,500

4,000

H16 H17 H18 H19 H20 H21

鳥取砂丘・いなば温泉郷周辺 浦富海岸・岩井温泉周辺 八頭

鳥取県東部の観光入込客数

［千人］

58万人増加
（対H19）

減少傾向

資料／鳥取県資料

鳥取自動車道開通によるアクセス性向上と
イベントの活性化の結果、観光客が大きく増加

志戸坂峠道路
開通

鳥取道（智頭～
河原）開通

観光バス台数 （智頭～用瀬間）

36 20

104 133

153140

0

50

100

150

200

H21 H22

(台/日) 鳥取道

53号

調査箇所

鳥取道の時間別交通量（智頭IC～智頭南IC）
※ H22.10.28～11.12の休日

午前中に来鳥、
午後帰宅

観光バス
約10％増加

資料/トラカンデータ
※11月の土日平均値
※観測バス台数から路線バス・

高速バスの運行本数を除き
算出

※ H22.10.28～11.12の休日

鳥取自動車道の開通を契機に
2009鳥取・因幡の祭典で多く
のイベントを開催。その結果
｢何かをやれば多くのひとに来
ていただける｣と地元の機運が
向上しました。また、開催地の
みならず周辺自治体エリアに
も集客効果をもたらしました。

－H22ヒアリング

開通を契機に地元の機運が向上

2009鳥取・因幡の祭典を開催
祭典イベント集客実績 130万人

鳥取・因幡観光
ネットワーク協議会

2010鳥取しゃんしゃん祭

○近畿・山陽からの利用時間帯




